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　（2）飛行場予報の精度の問題synoptic　scaleで24時

間を，meso－scaleで9時間を，topo－scaleで3時間を

対象とする予報の方法を確立する．

　（3）レーダーの利用　現在のレーダー網の目的は航空

の目的と幾分異なる．将来航空を目的としたレーダーの

設置が望ましい．雨を対象とするより雲の分布を対象と

したい．

　4．　話題提供者　　山田直勝

　　国内航空気象の将来

　航空管制上からみた将来問題としては，（1）アルチメ
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一ターセッテソグのQNHを組織的に決める問題，即ち

Terrain　Clearanceの間題，　（2）国内航空がジエット化

された場合のCATの問題，（3｝航空管制上から要求さ

れる気象用レーダー網の在り方，（4）航空管制のオート

メ化に対する気象協力の方式，などの話題提供者があっ

た．終って出席者の討議に入り，主として（1）SSTのた

めの高々度解析の調査研究を早急に進めなければならな

いこと，（2》航空用の目的のためのレーダー網の設置に

ついて，具体的なビジョソを決めることなど活発な討議

が行はれて，会を終了した．（上松清　記）

IQSY（II）一日本のIQSY気象計画

　1．　日本の計画

今年1月から始まったI　Q　S　Yはすでに第1年の半分

を経過したが，日本においても，I　GYにおいて経験し

た種類の観測はI　Q　S　Yの第1の目的であるI　GYとの

比較という意味において，年初から実施されている．た

とえば，露点ゾソデ・気象電気ゾソデ・オゾソ（Dobson

分光器による全量及び反転観測）・幅射の他，大型気球

による10mb観測等が挙げられる．

　太陽活動極小期における気象要素や現象の観測結果や

その解析を太陽活動極大期に当ったI　GYのそれと比較

することをI　Q　S　Yの第1義的目的とするならば，I　G

Yには時期的に準備不充分或は費用の点から主として実

験的ベースでしか観測されなかったもので太陽活動と気

象現象の関係の究明に重要と思われる種類の観測を世界・

各国の協同観測の好機として，この機会を利用すること

はI　Q　S　Yのもう一つの目的であることは前回にも触れ

た通りである．たとえば，オゾソゾソデ・輻射ゾソデ・

気象・ケットなどがそのよい例である．

　日本でも，この趣旨に沿ってI　Q　S　Yには前述の観測

に加えて，オゾソゾソデ・幅射ゾンデ・気象・ケット観

測が計画され，関発を推進してきた．オゾソゾンデにっ

いてはI　GYの頃から，光学式を主として研究所におい

て試作研究が進められてき・たが，今年10月頃からI　Q　S

Y計画の一・環として，毎週一回札幌・館野・八丈島・鹿

児島においてその観測が開始される予定である．又幅射

ゾソデも昨年来，試作実験が進められ，オゾソゾソデと

ほず時を同じくし，同じ規模で観測が開始されよう．両

者とも，WG　Iの特別な期間には観測回数が増加される

ことになっている．気象・ケットについては，I　GYに

超高層の物理的観測のために関発された日本の・ケット

1964年8月

技術をもとに，小型・ケットによる地上約60kmまでの

気象観測を目標に気象庁でも一昨年来．I　Q　S　Y計画の

一環としてその実現に努力が払われてきた．その結果，

今年7月下旬に鹿児島県内の浦においてMT135・ケッ

トによる超高層の風と気温の測定のためのテストが行な

われた．今後は，できるだけ早く，毎月1回程度の観測

により，世界の気象・ケット観測網の一環としての役割

りを果すことにならう．

　2．　国際比較観測

　I　GYの直前に，スイスのパイエルソでラジオゾソデ

の国際比較観測が行なわれたが，I　Q　S　Yに際しても各

種の国際比較観測が計画・実施されている．気象電気ゾ

ソデは日本の高層気象台において，イソド・西独・ベル

ギーと日本のゾソデの間で別個に比較観測が行なわれ，

又日米間の比較も米国のフォートモソマウスにおいて行

なわれた．オゾソゾソデは今年2月米国のボールダーに

おいて日・米・西独・イギリス間において行なわれた．

幅射ゾソデも恐らく今年度中に国際比観測が行なわれる

ものと予想される．

　・・ケットにっいても，比較観測が必要であることは議

論の余地はないので，近い将来舛計画されるものと考え

られる．実際，カナダのGodsonは早期に実施すること

を主張している．ただ，経費の点で，ゾソデのように簡

単には行なえないのが問題である。

　3．　ロケット観測計画

　正式に承認されたI　Q　S　Y計画の中の気象・ケット観

測を扱った部分を簡単に紹介すると，

　1）　シノプティックな・ケット観測所をすべての地域

に設けるためあらゆる努力なさるべきである．

　2）　・ケット観測は最低毎週一回水曜日（RMD）に
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行ない，WG　I期間中と特別な現象が発生した時にはも

っと頻繁に行なうべきである．

　3）　I　Q　S　Y気象用・ケットゾンデ計画において用い

られる測器にっいてのすべての適切な情報はちたいなく

公表されるべきことは重要である．

　4）　・ケット観測によって気象要素の決定のために技

術が開発される場合にはその相互比較についての用意が

なされることが働告される．

　5）上層大気中の・ケット観測を行なうすべての国は

印刷形成で，観測した気象情報を出版することを要請さ

れる．

　以上の内容であるが，I　Q　S　Yには多くの国が気象・

ケットゾソデ打ち上げ計画或はその希望を持っている．

列挙すると，アフガニスタン・オーストラリァ・フラソ

ス・イソド・イタリー・日本・パキスタγ・南アフリカ・

英国・米国・ソ連等が現在計画を持ち，その他の国でも

参加の加能性がある．これらの計画の多くは当然のこと

ながら，ひかえめな計画に始まり，観測地点の数又はそ

の観測頻度を除々に拡大していくことは明らかである．

日本の計画もその意味から着実に発展していくものであ

る．我が国は丁度，高緯度における冬季の非常に傾圧性

の強い地域と成層圏における気象要素の2年周期を持っ

低緯度の中間に位置しているという観点から，将来の観

測所の選定・観測頻度の決定等に考慮が払われるであろ

う．

　I　Q　S　Yに使用される測器の紹介は又別の機会にゆず

り，その計画についてだけ簡単に紹介した次第です．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関口理郎）
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